
Q1.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 30人以下 309 64.4

2 35人まで 96 20.0

3 40人まで 24 5.0

4 41人以上 6 1.3

5 わからない 45 9.4

全体 480 100.0

Q2.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 30人以下 228 47.5

2 35人まで 165 34.4

3 40人まで 31 6.5

4 41人以上 7 1.5

5 わからない 49 10.2

全体 480 100.0

Q3.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 30人以下 196 40.8

2 35人まで 167 34.8

3 40人まで 62 12.9

4 41人以上 7 1.5

5 わからない 48 10.0

全体 480 100.0

Q4.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 30人以下 170 35.4

2 35人まで 162 33.8

3 40人まで 82 17.1

4 41人以上 15 3.1

5 わからない 51 10.6

全体 480 100.0

Q5.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 30人以下 162 33.8

2 35人まで 161 33.5

3 40人まで 91 19.0

4 41人以上 14 2.9

5 わからない 52 10.8

全体 480 100.0

次の各学年では、１学級あたりの児童数・生徒数について、あなたは何人が適切だと思いますか。
中学２・３年生

令和２年度インターネットアンケート調査結果
調査テーマ【札幌市の学校教育等について】

 ■ 調査期間　 ： 令和3年（2021年）1月5日（火）～1月15日（金）
 ■ 調査方法　 ： インターネット（クローズ型）
 ■ 設問数 　　： 全29問
 ■ 調査対象者 ： 15歳以上の札幌市民 480人
　　     　　　   性別内訳（男性：240人　女性：240人）
　                年齢別内訳（30代以下：120人　40代：120人　50代：120人　60代以上：120人）

次の各学年では、１学級あたりの児童数・生徒数について、あなたは何人が適切だと思いますか。
小学１・２年生

次の各学年では、１学級あたりの児童数・生徒数について、あなたは何人が適切だと思いますか。
小学３・４年生

次の各学年では、１学級あたりの児童数・生徒数について、あなたは何人が適切だと思いますか。
小学５・６年生

次の各学年では、１学級あたりの児童数・生徒数について、あなたは何人が適切だと思いますか。
中学１年生
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Q6.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 個々の児童へのきめ細かな指導 351 73.1

2 発言や発表機会が増えることによる主体性の向上 173 36.0

3 教員の負担軽減 235 49.0

4 教員の目がより児童に行き届くことによる不登校・いじめの減少 251 52.3

5 感染症リスクの軽減 129 26.9

6 その他 2 0.4

7 期待することはない 41 8.5

全体 480 100.0

Q7.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 個々の生徒へのきめ細かな指導 321 66.9

2 発言や発表機会が増えることによる主体性の向上 182 37.9

3 教員の負担軽減 238 49.6

4 教員の目がより生徒に行き届くことによる不登校・いじめの減少 235 49.0

5 感染症リスクの軽減 125 26.0

6 その他 1 0.2

7 期待することはない 42 8.8

全体 480 100.0

Q8.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 学級規模の少人数化の推進 77 16.0

2 情報通信技術を活用した教育体制の整備 89 18.5

3 外国語教育の充実 47 9.8

4 教員の資質・能力の向上 128 26.7

5 発達障がいなど、特別な教育的支援を必要とする児童生徒への対応 34 7.1

6 インクルーシブ教育システムの発展 39 8.1

7 その他（自由記載） 10 2.1

8 力を入れてほしいと思うものはない 56 11.7

全体 480 100.0

Q9.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 友達とのつながりができること 335 69.8

2 勉強すること 157 32.7

3 部活動などの課外活動をすること 174 36.3

4 学校行事に参加すること 151 31.5

5 集団の中で行動すること 213 44.4

6 色々な先生に出会うこと 119 24.8

7 その他 1 0.2

8 魅力を感じた点はなかった 72 15.0

全体 480 100.0

Q10.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 思ったことがある 119 24.8

2 思ったことはない 361 75.2

全体 480 100.0

小学校において、１学級あたりの児童数を現在よりも少なくした場合、どのような効果を期待しますか。

中学校において、１学級あたりの生徒数を現在よりも少なくした場合、どのような効果を期待しますか。

札幌市の教育において、力を入れてほしいものは何ですか。最もあてはまるものを１つだけお選びください。

あなた自身の小学校・中学校時代を振り返って、学校生活の魅力とはどのような点であったと感じますか。あては
まるものをすべてお選びください。

あなたは今までに「教員」になってみたいと思ったことがありますか。
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Q11.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 小学生未満 2 1.7

2 小学生 35 29.4

3 中学生 45 37.8

4 高校生 40 33.6

5 大学生・専門学校生・短期大学生 31 26.1

6 就職した後 19 16.0

7 その他 0 0.0

8 わからない 2 1.7

全体 119 100.0

Q12.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 忙しそうだ 307 64.0

2 暇そうだ 13 2.7

3 大変そうだ 376 78.3

4 簡単そうだ 3 0.6

5 やってみたい 24 5.0

6 やりたくない 141 29.4

7 やりがいが多い 98 20.4

8 やりがいが少ない 12 2.5

9 教員になるのは簡単（免許取得が容易） 17 3.5

10 教員になるのは難しい（免許取得が困難） 139 29.0

11 その他 8 1.7

12 印象はない 21 4.4

全体 480 100.0

Q13.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 感じる 23 4.8

2 どちらかといえば感じる 74 15.4

3 どちらともいえない 150 31.3

4 どちらかといえば感じない 100 20.8

5 感じない 133 27.7

全体 480 100.0

Q14.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 多くの子供と関わることができる 39 40.2

2 子供の成長に関わることができる 82 84.5

3 勉強することで常に自身を高め続けられる 32 33.0

4 単純に面白そうである 6 6.2

5 スポーツや音楽などの部活動に携わることができる 13 13.4

6 学校という場所で働くことができる 14 14.4

7 公務員で身分が安定してそうである 20 20.6

8 自分の知識や経験を人に伝えることができる 41 42.3

9 その他 1 1.0

全体 97 100.0

あなたが「教員」になってみたいと思ったのはいつ頃ですか。あてはまるものをすべてお選びください。

あなたは「教員」という仕事にどのような印象をもっていますか。あてはまるものをすべてお選びください。

あなたは「教員」の仕事に魅力を感じますか。最もあてはまるものを１つだけお選びください。

あなたは「教員」の仕事のどのような点に魅力を感じますか。あてはまるものをすべてお選びください。
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Q15.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 勉強し続けなければならない 36 17.0

2 子供との関わりが多い 69 32.5

3 専門職のため仕事内容に変化が少ない 27 12.7

4 部活動など、授業以外の仕事が発生する可能性がある 94 44.3

5 給与などの待遇が不満 46 21.7

6 職場が学校しかない 40 18.9

7 免許が必要 31 14.6

8 長時間労働がありそう 111 52.4

9 保護者との関わりが大変そう 173 81.6

10 その他 8 3.8

全体 212 100.0

Q16.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 指導力 363 75.6

2 柔軟性 304 63.3

3 忍耐力 262 54.6

4 探求心 138 28.8

5 教科等に関する専門的知識 200 41.7

6 一般的な教養 231 48.1

7 児童生徒等への理解力 289 60.2

8 対人関係能力・コミュニケーション能力 343 71.5

9 判断力 243 50.6

10 その他 9 1.9

11 わからない 16 3.3

全体 480 100.0

Q17.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 0～20時間未満 46 9.6

2 20～40時間未満 117 24.4

3 40～60時間未満 149 31.0

4 60～80時間未満 83 17.3

5 80～100時間未満 44 9.2

6 100時間以上 41 8.5

全体 480 100.0

Q18.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 授業時数が多いため 94 19.6

2 部活動を担当しているため 310 64.6

3 生徒指導等の対応があるため 192 40.0

4 若い先生が多いため 21 4.4

5 子供のためなら長い時間働いてもいいと考えているため 34 7.1

6 保護者対応が複雑になっているため 281 58.5

7 教員の人数が足りないため 194 40.4

8 授業以外の事務作業が多いため 304 63.3

9 地域が担うべき業務を学校が担っているため 78 16.3

10 その他 12 2.5

11 わからない 24 5.0

全体 480 100.0

学校では教員の長時間労働が課題となっています。あなたは教員の１ヵ月あたりの時間外勤務の平均は何時間だと
思いますか。最もあてはまるものを１つだけお選びください。

あなたはなぜ教員が長時間労働になっていると思いますか。あてはまるものをすべてお選びください。

あなたは「教員」の仕事のどのような点に魅力を感じなかったのですか。あてはまるものをすべてお選びくださ
い。

あなたは「教員」の仕事にはどのような力が求められると思いますか。あてはまるものをすべてお選びください。
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Q19.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 登下校時の児童生徒の見守りに関すること 237 49.4

2 放課後から夜間の見守りや、児童生徒の補導されたときのこと 249 51.9

3 地域主催のお祭りや行事の運営に関すること 289 60.2

4 休日の部活動に関すること 307 64.0

5 その他 15 3.1

6 教員が担わなくていいと思うものはない 30 6.3

全体 480 100.0

Q20.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 学校図書館の貸出作業等を行うボランティア 153 31.9

2 理科の授業の観察実験の補助を行うボランティア 33 6.9

3 登下校時の児童生徒の見守りに関するボランティア 115 24.0

4 個別の支援が必要な児童生徒にサポートを行うボランティア 64 13.3

5 野外学習など学校行事における指導補助を行うボランティア 69 14.4

6 学校における部活動のサポート 79 16.5

7 その他 4 0.8

8 ボランティアはやりたいと思わない 219 45.6

全体 480 100.0

Q21.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 男性 240 50.0

2 女性 240 50.0

全体 480 100.0

Q22.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 39歳以下 120 25.0

2 40～49歳 120 25.0

3 50～59歳 120 25.0

4 60歳以上 120 25.0

全体 480 100.0

Q23.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 一戸建て 208 43.3

2 分譲マンション 114 23.8

3 賃貸マンション・アパート 146 30.4

4 その他 12 2.5

全体 480 100.0

Q24.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 会社員・公務員・団体職員 215 44.8

2 自営業 32 6.7

3 パート・アルバイト 77 16.0

4 専業主婦・主夫 89 18.5

5 学生 11 2.3

6 無職 51 10.6

7 その他 5 1.0

全体 480 100.0

学校には教員以外にも地域の方によるボランティアが活動しています。次のうち、あなたがやりたいと思えるボラ
ンティアは何ですか。あてはまるものをすべてお選びください。

性別

年代

あなたの家の居住形態を教えてください。

あなたの職業を教えてください。

以下の業務は教員の勤務時間外で行われています。以下の業務のうち、あなたは教員以外が担うことで長時間労働
解消につながると思うものは何ですか。
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Q25.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 100万円未満 10 2.1

2 100～200万円未満 35 7.3

3 200～300万円未満 63 13.1

4 300～400万円未満 62 12.9

5 400～500万円未満 55 11.5

6 500～700万円未満 75 15.6

7 700～1000万円未満 79 16.5

8 1000～1500万円未満 24 5.0

9 1500万円以上 3 0.6

10 わからない 74 15.4

全体 480 100.0

Q26.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 いる 297 61.9

2 いない 183 38.1

全体 480 100.0

Q27.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 １人                                                                  86 17.9

2 ２人                                                                  160 33.3

3 ３人以上 51 10.6

4 子どもはいない 183 38.1

全体 480 100.0

Q28.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 未就学児 61 12.7

2 小学生 53 11.0

3 中学生 30 6.3

4 高校生 35 7.3

5 大学生・専門学校生 51 10.6

6 その他・社会人 146 30.4

7 子供はいない 184 38.3

全体 480 100.0

Q29.

回答数(ｎ) 割合(%)

1 テレビ 390 81.3

2 ラジオ 144 30.0

3 新聞 244 50.8

4 書籍 118 24.6

5 チラシ、フリーペーパー 147 30.6

6 関連ホームページ 196 40.8

7 ブログ 93 19.4

8 動画投稿サイト 93 19.4

9 ＳＮＳ 176 36.7

10 スマートフォンのアプリ 127 26.5

11 メールマガジン 107 22.3

12 人からの口コミ 117 24.4

13 その他 1 0.2

全体 480 100.0

あなたの子供の有無を教えて下さい。

あなたは子供が何人いますか。

あなたの子供の就学段階を教えてください。

次のうち、あなたが関心がある情報を入手する手段として利用しているものはどれですか。

あなたの世帯全員の1年間の収入を教えてください。
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